
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
一
号

海
上
保
安
留
置
施
設
及
び
海
上
保
安
被
留
置
者
の

処
遇
に
関
す
る
規
則

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
海
上
保
安
留
置
施
設
及
び

海
上
保
安
被
留
置
者
の
処
遇
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

（
用
語
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
刑
事

収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
留
置
開
始
時
の
告
知
等
）

第
二
条
　
法
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告

知
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
告
知
す
べ
き
事
項
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
告
知
事
項
」
と
い
う
。
）
を
記
載

し
た
書
面
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

２
　
前
項
の
告
知
の
後
に
告
知
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と

き
は
、
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
は
、
海
上
保
安
被

留
置
者
に
対
し
、
速
や
か
に
、
変
更
に
係
る
告
知
事
項

を
記
載
し
た
書
面
を
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
海
上
保
安
留
置

業
務
管
理
者
は
、
海
上
保
安
被
留
置
者
が
告
知
事
項
を

確
認
す
る
た
め
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
海
上
保
安
被

留
置
者
に
対
し
、
告
知
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
提
示

す
る
も
の
と
す
る
。

（
居
室
外
の
処
遇
）

第
三
条
　
法
第
二
百
四
十
三
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
　
運
動
、
入
浴
又
は
面
会
の
場
合

二
　
診
療
の
場
合

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
居
室
に
お
い
て

行
う
こ
と
が
困
難
な
処
遇
を
行
う
場
合

（
起
居
動
作
の
時
間
帯
）

第
四
条
　
法
第
二
百
四
十
四
条
に
規
定
す
る
起
居
動
作
を

す
べ
き
時
間
帯
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
従
い
定
め
る

も
の
と
す
る
。

一
　
食
事
の
時
間
帯
は
、
次
号
の
時
間
帯
以
外
の
時
間

帯
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
四
時
間
以
上
六
時
間
以
下

の
間
隔
で
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
を
下
回
ら
な
い
範
囲

の
時
間
帯
を
定
め
る
こ
と
。

二
　
就
寝
の
時
間
帯
は
、
連
続
す
る
八
時
間
以
上
の
時

間
帯
を
定
め
る
こ
と
。

（
自
弁
の
物
品
の
使
用
等
）

第
五
条
　
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
は
、
海
上
保
安
被

留
置
者
が
法
第
二
百
四
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
法
第
百
八
十
七
条
に
規
定
す
る
申
出
を
し
た

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
、
自
弁
の
も
の

を
使
用
さ
せ
、
又
は
摂
取
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
上
衣
、
ズ
ボ
ン
、
下
着
、
靴
下
及
び
寝
衣

二
　
米
飯
類
、
パ
ン
類
、
め
ん
類
、
そ
う
ざ
い
類
及
び

乳
製
品

三
　
菓
子
類
及
び
清
涼
飲
料
水

四
　
タ
オ
ル
類
、
石
け
ん
類
、
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
、
薬
用
ク

リ
ー
ム
及
び
綿
棒

五
　
筆
記
具

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
海
上
保
安
留
置

業
務
管
理
者
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
物
品

（
自
弁
の
も
の
を
使
用
さ
せ
る
物
品
）

第
六
条
　
法
第
二
百
四
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
百
八
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
物
品
は
、
印
紙
、
印
鑑
、
衛
生
用
品
及

び
か
つ
ら
（
面
会
す
る
際
に
着
用
す
る
場
合
そ
の
他
海

上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
が
か
つ
ら
の
着
用
を
許
す
こ

と
が
適
当
と
認
め
る
場
合
に
限
る
。
）
と
す
る
。

（
保
管
私
物
の
保
管
方
法
の
制
限
）

第
七
条
　
法
第
二
百
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
管

私
物
の
保
管
方
法
に
つ
い
て
の
制
限
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
定
め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
保
管
私
物
を
保
管
さ
せ
る
場
所

二
　
保
管
私
物
の
出
し
入
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時

間
帯

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
海
上
保
安
留
置

施
設
の
管
理
運
営
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

（
保
管
総
量
及
び
領
置
総
量
か
ら
の
除
外
物
品
）

第
八
条
　
法
第
二
百
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
管

総
量
及
び
領
置
総
量
か
ら
除
く
物
品
と
し
て
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
海
上
保
安
被
留
置
者
が
当
事
者
で
あ
る
係
属
中
の

裁
判
所
の
事
件
に
関
す
る
記
録
そ
の
他
の
書
類
又
は

そ
の
写
し

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
海
上
保
安
留
置
業

務
管
理
者
が
保
管
総
量
及
び
領
置
総
量
か
ら
除
く
こ

と
が
相
当
と
認
め
る
物
品

（
差
入
れ
等
に
関
す
る
制
限
）

第
九
条
　
法
第
二
百
五
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
五
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
制
限
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
定
め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
差
入
人
に
よ
る
海
上
保
安
被
留
置
者
に
対
す
る
金

品
の
交
付
に
つ
い
て
の
制
限
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項

イ
　
交
付
の
申
出
を
行
う
日
及
び
時
間
帯

ロ
　
一
回
に
一
人
の
海
上
保
安
被
留
置
者
に
対
し
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
現
金
の
額
の
上
限
又
は
物

品
の
品
目
及
び
数
量
の
上
限

ハ
　
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
が
定
め
る
種
類
の

物
品
に
つ
い
て
、
交
付
す
る
物
品
を
取
り
扱
う
こ

と
が
で
き
る
事
業
者

二
　
海
上
保
安
被
留
置
者
に
よ
る
自
弁
物
品
等
の
購
入

に
つ
い
て
の
制
限
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
購
入
の
申
請
を
行
う
日
及
び
時
間
帯

ロ
　
一
回
の
購
入
の
申
請
に
よ
り
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
自
弁
物
品
等
の
品
目
及
び
数
量
の
上
限

ハ
　
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
が
定
め
る
種
類
の

物
品
に
つ
い
て
、
自
弁
物
品
等
を
取
り
扱
う
こ
と

が
で
き
る
事
業
者

２
　
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
は
、
差
入
人
に
対
し
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
差
入
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
電
話
番
号

二
　
金
品
の
交
付
を
希
望
す
る
海
上
保
安
被
留
置
者
の

氏
名

三
　
金
品
の
交
付
を
希
望
す
る
海
上
保
安
被
留
置
者
と

の
関
係

四
　
現
金
を
交
付
す
る
場
合
に
は
当
該
現
金
の
額
、
物

品
を
交
付
す
る
場
合
に
は
当
該
物
品
の
品
目
及
び

数
量

３
　
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
は
、
差
入
人
に
対
し
、

前
項
の
申
出
書
の
記
載
内
容
を
証
明
す
る
書
類
そ
の
他

の
物
件
の
提
出
又
は
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
死
亡
者
の
遺
留
物
の
引
渡
し
）

第
十
条
　
法
第
二
百
五
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
死
亡
し

た
海
上
保
安
被
留
置
者
の
遺
留
物
の
引
渡
し
は
、
同
項

に
規
定
す
る
申
請
を
最
初
に
し
た
遺
族
等
に
対
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
百
五
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

遺
族
そ
の
他
の
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
海
上
保
安
被
留
置
者
の
親
族

二
　
海
上
保
安
被
留
置
者
が
そ
の
国
籍
を
有
す
る
外
国

の
大
使
、
公
使
、
領
事
官
そ
の
他
領
事
任
務
を
遂
行

す
る
者

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
死
亡
し
た
海
上

保
安
被
留
置
者
の
死
体
の
埋
葬
若
し
く
は
火
葬
を
行

う
者
又
は
死
亡
し
た
海
上
保
安
被
留
置
者
の
遺
留
物

の
管
理
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者

（
運
動
）

第
十
一
条
　
法
第
二
百
五
十
五
条
に
規
定
す
る
運
動
の
機

会
は
、
海
上
保
安
被
留
置
者
が
運
動
を
行
い
た
い
旨
の

申
出
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に

よ
り
与
え
る
も
の
と
す
る
。

一
　
運
動
の
場
所
は
、
居
室
外
の
採
光
、
通
風
等
に
つ

い
て
適
当
な
場
所
と
す
る
こ
と
。

二
　
運
動
の
時
間
は
、
一
日
に
つ
き
三
十
分
を
下
回
ら

な
い
範
囲
で
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
が
定
め
る

時
間
と
す
る
こ
と
。

（
入
浴
）

第
十
二
条
　
法
第
二
百
五
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
法
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
入
浴
の
回
数
及

び
時
間
は
、
気
候
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
海
上

保
安
留
置
業
務
管
理
者
が
定
め
る
。

２
　
入
浴
に
は
、
海
上
保
安
留
置
担
当
官
が
立
ち
会
う
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
女
子
の
海
上
保
安

被
留
置
者
の
入
浴
の
立
会
い
は
、
女
子
の
海
上
保
安
留

置
担
当
官
又
は
女
子
の
職
員
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
感
染
症
予
防
上
の
措
置
）

第
十
三
条
　
法
第
二
百
五
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
法
第
六
十
四
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
感
染
症
の
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
、
又
は
汚
染
さ
れ

た
疑
い
が
あ
る
飲
食
物
、
衣
類
そ
の
他
の
物
品
に
つ

い
て
の
消
毒
、
廃
棄
そ
の
他
病
原
体
の
繁
殖
及
び
飛

散
を
防
止
す
る
措
置

二
　
運
動
の
機
会
を
与
え
な
い
こ
と
。

三
　
入
浴
、
調
髪
又
は
ひ
げ
そ
り
を
行
わ
せ
な
い
こ

と
。

（
指
名
医
に
よ
る
診
療
）

第
十
四
条
　
法
第
二
百
五
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
法
第
二
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
海
上

保
安
留
置
業
務
管
理
者
の
許
可
は
、
海
上
保
安
留
置
施

設
の
規
律
及
び
秩
序
の
維
持
又
は
海
上
保
安
被
留
置
者

が
逃
走
し
、
自
身
を
傷
つ
け
、
若
し
く
は
他
人
に
危
害

を
加
え
、
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
設
備
、
器
具
そ
の

他
の
物
を
損
壊
し
、
又
は
罪
証
を
隠
滅
す
る
こ
と
の
防

止
に
支
障
の
な
い
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
指
名
医
に
対
す
る
指
示
事
項
）

第
十
五
条
　
法
第
二
百
五
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
法
第
二
百
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
海
上

保
安
留
置
業
務
管
理
者
の
指
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
口
頭
又
は
書
面
で
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
海
上
保
安
留
置
施
設
に
お
い
て
診
療
を
行
う
場
合

に
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
当
該
診
療
を
行
う
場
所

以
外
の
場
所
に
立
ち
入
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

二
　
海
上
保
安
留
置
施
設
に
お
い
て
診
療
を
行
う
場
合

に
は
、
医
療
器
具
及
び
医
療
設
備
に
つ
い
て
海
上
保

安
留
置
業
務
管
理
者
が
許
し
た
も
の
以
外
の
も
の
を

使
用
し
な
い
こ
と
。
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三
　
海
上
保
安
被
留
置
者
と
金
品
の
授
受
そ
の
他
の
行

為
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

四
　
診
療
の
た
め
必
要
な
範
囲
を
逸
脱
す
る
会
話
を
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
海
上
保
安
留
置

施
設
の
規
律
及
び
秩
序
の
維
持
そ
の
他
管
理
運
営
上

支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
。

（
調
髪
又
は
ひ
げ
そ
り
）

第
十
六
条
　
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
は
、
海
上
保
安

被
留
置
者
が
法
第
二
百
五
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
二
百
三
条
に
規
定
す
る
申
出
を
し
た

と
き
は
、
海
上
保
安
被
留
置
者
の
処
遇
上
適
当
と
認
め

る
場
合
に
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
せ
る
も

の
と
す
る
。

一
　
調
髪
は
、
自
弁
に
よ
る
調
髪
に
限
り
、
海
上
保
安

留
置
施
設
内
に
お
い
て
、
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理

者
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
事
業
者
に
こ
れ
を
行
わ

せ
る
こ
と
。

二
　
ひ
げ
そ
り
は
、
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
が
許

す
方
法
に
よ
り
こ
れ
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

（
書
籍
等
の
翻
訳
費
用
の
負
担
）

第
十
七
条
　
法
第
二
百
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

書
籍
等
の
翻
訳
の
費
用
は
、
当
該
海
上
保
安
被
留
置
者

に
負
担
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
費
用
を

負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
海
上
保
安
被
留
置
者
が
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、

海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
が
書
籍
等
の
閲
覧
の
目
的

に
照
ら
し
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

一
　
国
語
の
書
籍
等
を
理
解
す
る
能
力
に
欠
け
る
場
合

二
　
視
覚
障
害
者
で
あ
っ
て
、
点
字
に
よ
ら
な
け
れ
ば

書
籍
等
を
閲
覧
で
き
な
い
場
合

（
新
聞
紙
の
範
囲
及
び
取
得
方
法
の
制
限
）

第
十
八
条
　
法
第
二
百
六
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
新
聞
紙
の
範
囲

の
制
限
は
、
あ
ら
か
じ
め
海
上
保
安
被
留
置
者
が
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
新
聞
紙
を
指
定
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

２
　
法
第
二
百
六
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
新
聞
紙
の
取
得
方
法
の

制
限
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
て
行
う
も
の
と
す

る
。

一
　
新
聞
紙
の
数
量
の
上
限

二
　
新
聞
紙
を
取
り
扱
う
事
業
者

（
捕
縄
又
は
手
錠
の
使
用
）

第
十
九
条
　
海
上
保
安
留
置
担
当
官
は
、
法
第
二
百
六
十

四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
七
十
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
捕
縄
又
は
手
錠
を
使
用
し
た
と

き
（
海
上
保
安
被
留
置
者
を
護
送
す
る
場
合
に
捕
縄
又

は
手
錠
を
使
用
し
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
速
や
か
に
、

そ
の
旨
を
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
に
報
告
す
る
も

の
と
す
る
。

（
捕
縄
、
手
錠
及
び
拘
束
衣
の
制
式
）

第
二
十
条
　
法
第
二
百
六
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
法
第
七
十
八
条
第
七
項
に
規
定
す
る
捕
縄
、

手
錠
及
び
拘
束
衣
の
制
式
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す

る
。

（
弁
護
人
等
と
の
面
会
の
場
所
に
関
す
る
制
限
）

第
二
十
一
条
　
法
第
二
百
六
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
二
百
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

海
上
保
安
被
留
置
者
の
弁
護
人
等
と
の
面
会
の
場
所
の

制
限
は
、
海
上
保
安
留
置
施
設
の
面
会
室
（
海
上
保
安

被
留
置
者
と
面
会
の
相
手
方
と
の
間
を
仕
切
る
設
備
を

有
す
る
室
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
制
限

す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
弁
護
人
等
以
外
の
者
と
の
面
会
の
相
手
方
の
人
数
の

制
限
）

第
二
十
二
条
　
法
第
二
百
六
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
二
百
二
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

海
上
保
安
被
留
置
者
と
弁
護
人
等
以
外
の
者
と
の
面
会

の
相
手
方
の
人
数
に
つ
い
て
制
限
を
す
る
と
き
は
、
そ

の
人
数
は
、
三
人
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
弁
護
人
等
以
外
の
者
と
の
面
会
の
場
所
の
制
限
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
百
六
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
二
百
二
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

海
上
保
安
被
留
置
者
と
弁
護
人
等
以
外
の
者
と
の
面
会

の
場
所
の
制
限
は
、
海
上
保
安
留
置
施
設
の
面
会
室
に

制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
弁
護
人
等
以
外
の
者
と
の
面
会
の
日
及
び
時
間
帯
の

制
限
）

第
二
十
四
条
　
法
第
二
百
六
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
二
百
二
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

海
上
保
安
被
留
置
者
と
弁
護
人
等
以
外
の
者
と
の
面
会

の
日
及
び
時
間
帯
の
制
限
は
、
あ
ら
か
じ
め
海
上
保
安

留
置
業
務
管
理
者
が
指
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
弁
護
人
等
以
外
の
者
と
の
面
会
の
時
間
の
制
限
）

第
二
十
五
条
　
法
第
二
百
六
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
二
百
二
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

海
上
保
安
被
留
置
者
と
弁
護
人
等
以
外
の
者
と
の
面
会

の
時
間
に
つ
い
て
制
限
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
時
間

は
、
十
五
分
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
弁
護
人
等
以
外
の
者
と
の
面
会
の
相
手
方
の
遵
守
事

項
の
告
知
）

第
二
十
六
条
　
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
は
、
海
上
保

安
被
留
置
者
と
弁
護
人
等
以
外
の
者
と
の
面
会
の
実
施

に
当
た
り
面
会
の
申
出
を
す
る
者
が
遵
守
す
べ
き
次
に

掲
げ
る
事
項
を
掲
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
当
該
者

に
告
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
。

イ
　
法
第
二
百
六
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
二
百
二
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

制
限
に
違
反
す
る
行
為

ロ
　
海
上
保
安
留
置
施
設
の
規
律
及
び
秩
序
を
害
す

る
行
為

二
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
該
当
す
る
内
容
の
発
言
を

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

イ
　
暗
号
の
使
用
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
、
海
上

保
安
留
置
担
当
官
が
理
解
で
き
な
い
も
の

ロ
　
犯
罪
の
実
行
を
共
謀
し
、
あ
お
り
、
又
は
唆
す

も
の

ハ
　
海
上
保
安
留
置
施
設
の
規
律
及
び
秩
序
を
害
す

る
結
果
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

ニ
　
罪
証
の
隠
滅
の
結
果
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の
（
未
決
拘
禁
者
と
の
面
会
の
場
合
に
限
る
。
）

（
死
亡
者
の
発
受
禁
止
信
書
等
の
引
渡
し
）

第
二
十
七
条
　
法
第
二
百
七
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
海
上
保
安
被
留
置
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
海

上
保
安
被
留
置
者
の
発
受
禁
止
信
書
等
の
引
渡
し
は
、

同
項
に
規
定
す
る
申
請
を
最
初
に
し
た
遺
族
等
に
対
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
百
七
十
二
条
第
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
遺
族
そ
の
他
の
者
は
、
第
十
条
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
者
と
す
る
。

（
信
書
の
作
成
要
領
の
制
限
）

第
二
十
八
条
　
法
第
二
百
七
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
二
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
海
上
保
安
被
留
置
者
が
発
す
る
信
書
の
作
成
要
領
に

つ
い
て
の
制
限
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う

も
の
と
す
る
。

一
　
信
書
の
用
紙
及
び
封
筒
の
規
格
並
び
に
信
書
の
作

成
に
用
い
る
筆
記
具
の
種
類

二
　
一
通
の
信
書
に
用
い
る
用
紙
の
枚
数

三
　
一
枚
の
用
紙
に
記
載
す
る
字
数
そ
の
他
の
信
書
の

検
査
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
必
要
な
記
載
方
法

２
　
海
上
保
安
被
留
置
者
が
発
す
る
信
書
に
用
い
る
用
紙

の
枚
数
に
つ
い
て
制
限
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
枚
数

は
、
五
枚
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

３
　
海
上
保
安
被
留
置
者
が
発
す
る
信
書
の
一
枚
の
用
紙

に
記
載
す
る
字
数
に
つ
い
て
制
限
を
す
る
と
き
は
、
そ

の
字
数
は
、
四
百
字
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
信
書
の
発
信
の
申
請
の
日
及
び
時
間
帯
の
制
限
）

第
二
十
九
条
　
法
第
二
百
七
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
二
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
海
上
保
安
被
留
置
者
が
発
す
る
信
書
の
発
信
の
申
請

の
日
及
び
時
間
帯
の
制
限
は
、
あ
ら
か
じ
め
海
上
保
安

留
置
業
務
管
理
者
が
指
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
信
書
の
発
受
の
方
法
の
制
限
）

第
三
十
条
　
法
第
二
百
七
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
法
第
二
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

海
上
保
安
被
留
置
者
の
信
書
の
発
受
の
方
法
に
つ
い
て

の
制
限
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
制
限
す
る
こ
と
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
郵
便
物
（
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
が
定
め
る

も
の
を
除
く
。
）
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の

送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九

号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
信
書
便
物
に
よ
る

方
法

二
　
電
報
に
よ
る
方
法
（
信
書
の
発
信
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

三
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
に
よ
る
方
法
（
未
決
拘
禁
者

で
あ
る
海
上
保
安
被
留
置
者
が
弁
護
人
等
と
の
間
で

発
受
す
る
場
合
に
限
る
。
）

（
信
書
以
外
の
物
品
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
等

の
取
扱
い
）

第
三
十
一
条
　
海
上
保
安
被
留
置
者
に
あ
て
た
信
書
で
あ

っ
て
、
海
上
保
安
被
留
置
者
が
受
け
る
こ
と
を
許
す
も

の
の
う
ち
、
紙
以
外
の
物
品
に
そ
の
内
容
が
記
載
さ
れ

た
も
の
、
音
を
発
す
る
装
置
の
付
い
た
も
の
そ
の
他
信

書
以
外
の
物
品
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
つ
い

て
、
法
第
二
百
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

者
に
引
き
渡
す
こ
と
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
法
第
二

百
七
十
一
条
又
は
第
二
百
七
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
信
書
の
発
受
を
差
し
止
め
、
若
し
く
は
禁
止
し
た

場
合
又
は
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三

十
一
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
が
こ
れ
を

受
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
場
合
を
除
き
、
そ
の
者
に

対
す
る
提
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
そ
の
内
容
（
法
第

二
百
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
削
除
し
、
又
は
抹
消
す

べ
き
箇
所
を
除
く
。
）
を
了
知
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
通
訳
又
は
翻
訳
の
費
用
の
負
担
）

第
三
十
二
条
　
法
第
二
百
七
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
通
訳
又
は
翻
訳
の
費
用
は
、
海
上
保
安

被
留
置
者
に
負
担
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ

の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
海
上
保
安
被
留

置
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
相
手
方

と
面
会
し
、
又
は
信
書
の
発
受
を
す
る
場
合
に
お
い

て
、
海
上
保
安
留
置
業
務
管
理
者
が
そ
の
目
的
に
照
ら

し
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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一
　
海
上
保
安
被
留
置
者
が
そ
の
国
籍
を
有
す
る
外
国

の
大
使
、
公
使
、
領
事
官
そ
の
他
領
事
任
務
を
遂
行

す
る
者

二
　
海
上
保
安
被
留
置
者
の
親
族

三
　
婚
姻
関
係
の
調
整
、
訴
訟
の
遂
行
、
事
業
の
維
持

そ
の
他
の
海
上
保
安
被
留
置
者
の
身
分
上
、
法
律
上

又
は
業
務
上
の
重
大
な
利
害
に
係
る
用
務
の
処
理
の

た
め
面
会
す
る
こ
と
が
必
要
な
者

（
死
亡
の
通
知
）

第
三
十
三
条
　
法
第
二
百
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
海
上

保
安
留
置
業
務
管
理
者
の
通
知
（
次
項
に
お
い
て
単
に

「
通
知
」
と
い
う
。
）
は
、
第
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲

げ
る
者
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
第
二
項
第
一
号
に

掲
げ
る
者
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
通
知
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三

号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
通
知
を
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
七
日
国
土
交
通

省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

別
表
（
第
二
十
条
関
係
）

種類

制
式

捕縄

太
さ
直
径
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
適
当
な
長
さ
の

縄
状
の
も
の
と
す
る
。

手錠

鎖
で
連
結
さ
れ
た
左
右
二
つ
の
輪
の
そ
れ
ぞ
れ
が
開

閉
で
き
、
か
つ
、
歯
止
め
で
止
ま
り
、
鍵
が
掛
か
る

も
の
と
し
、
形
状
は
図
一
の
と
お
り
と
す
る
。

拘束衣

頸
部
以
下
の
身
体
を
包
み
、
適
当
な
通
気
性
を
有
す

る
袋
状
の
も
の
で
、
内
部
に
上
腕
部
、
前
腕
部
、
大

腿
部
及
び
下
腿
部
を
固
定
し
、
保
護
す
る
た
め
の
適

当
な
大
き
さ
の
ベ
ル
ト
を
備
え
た
も
の
と
し
、
形
状

は
図
二
の
と
お
り
と
す
る
。

図
一
　
手
錠

図
二
　
拘
束
衣
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